【資料１　図工：観点一覧】
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【資料１　図工】

	項　目
	観　　点

	１
目標・内容
の取扱い

	図画工作の目標を達成するために、適切な内容が取りあげられているか。

○　造形的な視点についての理解や創造的につくったり表したりすることについて

○　創造的に発想や構想したり、自分の見方や感じ方を広げたりすることについて

○　感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな情操を培うことについて

	２
人 権 の
取 扱 い

	人権尊重の観点から、作品例、文章、写真、挿絵、図、資料などが適切に取り扱われているか。

○　人権への配慮について

○　ユニバーサルデザインに関する配慮について

児童の安全について適切に取り扱われているか。

○　安全の確保や事故防止について

	３
内容の程度

	児童の発達段階を考慮した内容になっているか。

○　表現の活動について

○　鑑賞の活動について

○　[共通事項]の扱いについて

	４
組織・配列

	各学年の目標や内容を踏まえて、教科等横断的な視点も含め、効果的な指導が行われるよう組織・配列されているか。

○　単元配列について

○　ページの構成（本文・写真・挿絵・図・表などの配置）について

	５
創意工夫

	造形的な見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びが実現するよう工夫されているか。

○　個性を生かした学習活動について

○　表現および鑑賞の相互の関連について

○　言語活動の扱いについて

	６
補充的な
学　習・
発展的な
学　習．
	学習した内容を確実に習得できるよう、学習の内容や過程などを振り返ったり、学習を深め広げたりすることができるよう配置されているか。

○　資料やコラムなど


　

	項　目
	観　　点

	１
目標・内容
の取扱い

	図画工作の目標を達成するために、適切な内容が取りあげられているか。

○　造形的な視点についての理解や創造的につくったり表したりすることについて

○　創造的に発想や構想したり、自分の見方や感じ方を広げたりすることについて

○　感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな情操を培うことについて



	発行者
	事　　項

	開隆堂
	単元ごとに学習のめあてが設定されており、適切な内容が取りあげられている。
○　発達段階に応じた身辺材料を題材に取りあげ、造形的な視点について理解し、形や色、材質感などを通してイメージや想像を広げ、創造的につくったり、表したりすることができる内容が取りあげられている。
○　課題を見つけ、試行錯誤しながら材料や方法などを選択し、活動できるよう題材が設定されている。「ひらめきさん」マークで造形的な視点で学習を深めるヒントを示し、児童が自主的、主体的に課題を追求する活動ができるような内容が取りあげられている。
○　「ひらめきコーナー」や「こころさんマーク」の助言により、他者と関わりながら活動する中で、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな情操を培うことができるよう配慮されている。


	日　文
	単元ごとに学習のめあてが設定されており、適切な内容が取りあげられている。
○　発達段階に応じた身辺材料を題材に取りあげ、造形的な視点について理解し、形や色の世界を広げ、思いに合うような材料や方法で見たり、つくったりできる内容が取りあげられている。
○　課題を見つけ、試行錯誤しながら材料や方法などを選択し、活動できるよう題材が設定さている。「ちろたん」マークや「ひらめきポケット」で造形的な視点で形や色などを見つけるヒントを示し、自分の見方や感じ方を深めることができるような内容が取りあげられている。
○　対話的な学びの場面を多く取りあげるなど、他者と関わりながら活動する中で、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな情操を培うことができるよう配慮されている。



	項　目
	観　　点

	２
人 権 の
取 扱 い

	人権尊重の観点から、作品例、文章、写真、挿絵、図、資料などが適切に取り扱われているか。

○　人権への配慮について

○　ユニバーサルデザインに関する配慮について

児童の安全について適切に取り扱われているか。

○　安全の確保や事故防止について



	発行者
	事　　項

	開隆堂
	○　人権尊重の観点から、作品例、文章、挿絵、図、資料などが適切に取りあげられている。
○　すべての児童にとって使いやすくわかりやすいように、フォントや文字の大きさ、レイアウトや図の配色など配慮されている。
○　児童の安全の確保や事故防止について適切に取りあげている。例えば、「安全」のマークにより、安全に活動するための注意事項が示されている。また、巻末の「学びの資料」には、学年に応じた道具の使用法や注意事項が示されている。


	日　文
	○　人権尊重の観点から、作品例、文章、挿絵、図、資料などが適切に取りあげられている。
○　すべての児童にとって使いやすくわかりやすいように、フォントや文字の大きさ、レイアウトや図の配色など配慮されている。
○　児童の安全の確保や事故防止について適切に取りあげている。例えば、「気をつけよう」「かたづけ」のコーナーで、安全に活動するための注意事項が示されている。また、巻末の「使ってみよう材料と用具」では、学年に応じた道具の使用法や注意事項が示されている。



	項　目
	観　　点

	３
内容の程度

	児童の発達段階を考慮した内容になっているか。

○　表現の活動について

○　鑑賞の活動について

○　[共通事項]の扱いについて


	発行者
	事　　項

	開隆堂
	○　児童の発達段階に応じて表現活動の内容がバランスよく取りあげられている。また、題材に応じた複数の展開例が示され、自分の思いを幅広く表現できるよう考慮されている。

○　「小さな美術館」や「みんなのギャラリー」に鑑賞の対象となる作品が掲載されており、伝統や地域の方とのふれあいを中心に構成されている。
また、相互鑑賞については「造形のひきだし」で、造形的なものの見方・考え方、鑑賞の方法などが掲載され、児童が感じたことや思ったことを伝え合い、見方や感じ方を深めることができるように考慮されている。
○　対象の形や色、材質などの特徴を捉え、それぞれの発想で自由に表現する様子が紹介されている。対象の様子を自分の感覚で捉え、表現につながるイメージを持つことができるよう取りあげられている。


	日　文
	○　児童の発達段階に応じて表現活動の内容がバランスよく取りあげられている。また、様々な技法や技能、材料、題材が掲載され、自分の思いを幅広く表現できるよう考慮されている。
○　「教科書美術館」に、鑑賞の対象となる絵画や立体作品、身近な自然の造形などが掲載されている。
また、相互鑑賞については、ページの中で写真や吹き出しを使って視点を示し、児童が感じたことや思ったことを伝え合い、見方や感じ方を深めることができるように考慮されている。
○　形や色、奥行きなどをとらえることができるように、様々な感覚を使って材料や用具に触れる題材が設定されている。題材のリード文は、表現につながるイメージを持つことができるよう取りあげられている。



	項　目
	観　　点

	４
組織・配列

	各学年の目標や内容を踏まえて、教科等横断的な視点も含め、効果的な指導が行われるよう組織・配列されているか。

○　単元配列について

○　ページの構成（本文・写真・挿絵・図・表などの配置）について



	発行者
	

	開隆堂
	○　１・２年、３・４年、５・６年で各上下巻の構成になっており、それぞれの学年の目標を踏まえたテーマ設定がされている。「あわせて学ぼう」のマークを活用することで他教科との横断的な学習ができるよう配慮されている。
○　見開き２ページで左上から右下に向かって活動の流れが示されている。完成作品だけでなく作品の展開例や、児童の吹き出しで発想や構想を働かせている場面が配置されている。


	日　文
	○　１・２年、３・４年、５・６年で各上下巻の構成になっており、それぞれの学年の目標を踏まえたテーマが設定され、1年の流れに沿って行事や季節によって題材を選択できるように配列されている。また、他教科での学習と関連付けた題材や事例を掲載し、教科等横断的な学習ができるよう配慮されている。
○　見開き２ページで１つの題材について掲載されている。児童が興味・関心を持つことができるように作品が大きく配置され、また、活動の流れが分かるように始まりから終わりまでの授業の写真が配置されている。



	項　目
	観　　点

	５
創意工夫

	造形的な見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びが実現するよう工夫されているか。
○　個性を生かした学習活動について

○　表現および鑑賞の相互の関連について

○　言語活動の扱いについて



	発行者
	事　　項

	開隆堂
	○　児童の個性に合わせて、多様な表現ができるように多くの作品が掲載されている。また、吹き出しにより、互いを認め、それぞれの発想が生かされるよう工夫されている。
○　一つの題材に対して多くの作品例や技法、表現の手がかりとなるアイデアが示されており、鑑賞しながら主体的に表現することができるよう工夫されている。
○　グループで製作したり、遊んだりする題材が示され、コミュニケーションや言語活動が活発になるよう工夫されている。


	日　文
	○　児童の個性に合わせて、多様な表現ができるように多くの作品が掲載されている。また、作り方の手順などが掲載され、自信をもって主体的に活動できるように工夫されている。
○　児童が考えを伝えあったり、相談したりしながら、造形活動を行う様子が例示され、試行錯誤しながら表現と鑑賞を繰り返し、学べるよう工夫されている。
○　発想や構造、鑑賞など、様々な場面で児童がコミュニケーションをとりながら造形活動が行えるよう、児童のコメントを吹き出しで示すなど工夫されている。



	項　目
	観　　点

	６
補充的な
学　習・
発展的な
学　習．

	学習した内容を確実に習得できるよう、学習の内容や過程などを振り返ったり、学習を深め広げたりすることができるよう配置されているか。

○　資料やコラムなど


	発行者
	事　　項

	開隆堂
	○　「つながる造形」や「みんなのギャラリー」では、図画工作を通した全国各地の伝統文化や工芸について紹介されており、学習を振り返ったり、学習を深め広げたりすることができるよう配置されている。
　　なお、ＱＲコードのあるページでは、学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることができる。


	日　文
	○　「図画工作のつながりひろがり」のページでは、図画工作を通した伝統文化の良さや、平和や防災の観点をもった作品や芸術活動が紹介されており、学習を振り返ったり、深め広げたりすることができるよう配置されている。
　　なお、デジタルマークのあるページでは、学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることができる。
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